
 
山武地区地域審議会  会議録 

会 議 の 名 称 第２回山武地区地域審議会 

開 催 日 時 
13時 30分 開会 

平成１８年１０月２５日（水）      
                   16時 00分 閉会 

開 催 場 所 山武市役所 山武支所 第１会議室 

議 長 氏 名 猪野 源治 

出 席 者 氏 名 別添出欠席者名簿のとおり 

欠 席 者 氏 名     〃 

事 務 局 氏 名 別添職員出席者のとおり 

会 
 

議 
 

事 
 

項 
 

３ 議 題 
（１）山武市総合計画策定基本方針（案）

について 
（２）山武市総合計画策定スケジュール

（案）について 
（３）その他 

 会議結果 
（１）承認 
（２）承認 
（３）各委員からの質問事項

等について回答する。 

会 議 の 経 過 別添会議経過のとおり 

会 議 資 料 山武市総合計画策定基本方針（案） 

その他必要事項 
閉会後、勉強会を実施した。また、勉強会終了後、保健福祉

部より質問に対する補足説明を行う。 
会 議 録 の 確 定 

確 定 年 月 日 署 名 委 員  
 
     蕨   明 久 

平成１８年１２月８日 
  
     石 田 俊 宗 



（会議経過） 
発 言 者 議 題  ・  発言内容  ・  決定事項 
関課長補佐 
 
猪野会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
猪野会長 
 
 
 
 
 
猪野会長 
 
 

１．開会（進行 山武支所総務課 関課長補佐） 
 
２．会長あいさつ（猪野会長） 
朝晩めっきり涼しくなってまいりまして、昨日、一昨日は荒

れ模様でありましたが、たいへんしのぎやすい季節になってき

たと思います。 
委員の皆様には、お忙しい中お集まりいただきましてありが

とうございます。 
本日は、委員の皆様の数に優る、大勢の職員の皆様にお出で

いただいておりますので、突っ込んだ議論までできるかなとい

う思いで始めさせていただきたいと思っております。 
地域審議会は市長の諮問に応じて各種計画の策定・変更に関

する事項を審議し答申するということですけども、地域の問題

があろうということで、この委員会が設置されたわけでござい

ますので、単に諮問に限られることなくご意見を頂戴し、また

ご意見も交わしていただきたいと思っております。 
今回が実質的には第１回の会議という事で、進め方と内容等

について自分自身どのようになるか不安もあるわけですけど

も、これからの市の発展のために、地域の遅れが無いようにと

いうことでの委員会の存在であると思いますので、皆様の活発

なご意見、ご提案を頂戴したいと思います。 
整いませんが、挨拶とさせていただきます。 

 
―議題に入る前に市の職員の自己紹介を行う― 

 
会議録署名人ですけども、運営要綱の第２条にうたっており

ますが、議長より指名となっておりますので、前回に引き続き

順番により今回は蕨委員、石田委員にお願いしたいと思います

のでよろしくお願いします。 
 
３．議事 
 議題に入らせていただきますが、議題の（１）山武市総合計

画策定基本方針（案）、及び（２）山武市総合計画策定スケジュ

ール（案）については説明が重なり合う事が多いため、一括上
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程ということで進めさせていただきます。 
それでは、（１）山武市総合計画策定基本方針（案）について 
（２）山武市総合計画策定スケジュール（案）について２案を 
議題といたします。 
説明をお願いします。 
 
資料【山武市総合計画策定基本方針（案）】を元に説明 

 
総合計画の策定を平成 20年 3月を目安となっておりますが、
合併は 18年に行っているわけだが、それまでの 18年・19年は
どうやって事業を進めていくのか。 
 
平成 18 年・19 年は計画自体がありませんので、旧町村それ
ぞれ 18年・19年・20年の 3年間の実施計画を作ってきました。 

18 年・19 年はそれぞれの実施計画に基づいて予算編成を行
っていくこととなっています。 

20年以降については、総合計画の進み具合と合わせて切り替
わっていくだろうということです。 
 
専門部会に地域審議会委員が参加という形という説明だった

のですが、どのような形で参加するのか。 
 
専門部会というのが計画づくりの心臓部となります。 
今の案ですと 6部会に分けて編成していくと考えています。 
できるだけ地域審議会の皆様にも参加してもらおうと考えを

持って進めているのですが、具体的な方向性を内部で検討させ

ていただきたいと思います。場合によっては、かなりの数にな

ってしまうことが予想されますので、その辺の調整をどのよう

にしていったら良いか具体的な組織体制を内部で検討したいと

思っておりますので、その手順が示せるようになった段階で地

域審議会の皆様にお知らせしたいと思っております。 
 
かなりの数というのは回数が多くなるということですか。 
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例えば、この中でも保健福祉部会とか福祉の部門に非常に興

味があり是非参加したいといった時に、各地区の地域審議会委

員さんが全員で 60名おります。この方が全部この中に入ってき
た時の対応をどうするのか、その辺のところをもう少し内部で

検討する必要があるということで、現在検討しておりますので

もうしばらくお待ちください。 
 
確認をさせていただきたいのですが、6 部門というのは部制
の位置付けですか。 
 
今考えているのは、今の組織が 6 部になっているので、6 部
を基本とするということで進めております。 
 
計画策定にあたり民間のコンサルタントを利用するのか否

か。利用する場合はどのような形で利用するのか。わかる範囲

で教えていただければと思います。 
 
市長から総合計画策定の方針について企画政策課に指示があ

りました。その方針は市長から 3つ言われております。 
1 つは、コンサルに頼るのではなく、自分たちの手でつくっ
ていきましょう。それから今までの計画ですと絵に描いた餅の

ような物が多かった。そうではなく自分たちの実現可能な計画

をつくっていこう。最後にコンサルに頼めば分厚い体裁の良い

物が出来てくるけども、中身は無いというか実際は手に届かな

い計画が多かった。そうではなく体裁はどうでもよいが実現可

能な計画をつくってくださいと言われました。 
そういうことで、現在この中にはコンサルを委託するという

ことは入っておりません。ただコンサルもある程度は、コンサ

ルと一緒に勉強していくというのも必要だし、支援してもらっ

て意見をいただくことも必要だとも思っています。それから調

査関係になりますと、コンサルの手も借りなければならないと

いうことも出てくると思います。ですから、そういう場面では、

コンサルも使っていくことも考えておりますが、最初の段階で

はコンサルは入らない形で進めていこうということです。 
 



横山委員 
 
 
石田企画政策

課長 
 
 
 
 
 
 
 
慶増委員 
 
 
 
石田企画政策

課長 
 
慶増委員 
 
 
石田委員 
 
 
 
石田企画政策

課長 
 
 
 
 
 
 
 
 

 住民意識調査が 11月から行うとのことですが、具体的にどの
ような方法で行われるか。 
 
市長との協議の中で今までと同じようなアンケートをとって

もあまり意味がないと言われましたので、アンケートのとり方

もどのようにしたら良いか内部で検討しておりますので、もう

しばらく検討していきたいと思っています。ですから従来と同

じようなアンケートはとらないという形を考えています。例え

ば中学生とか高校生を対象にしたアンケートもあるでしょう

し、全体のアンケートもあるかもしれませんけども、その辺の

とり方について検討させていただきたい。 
 
アンケートについて提案させていただいて、是非取り込んで

いただきたいと思います。アンケートの内容もその人の得意分

野を記入できるような良いアンケートにしてもらいたい。 
 
充分考えながら進めていきたいと考えております。 

 
 
個人情報保護法は好ましいと思っていません。 
皆さんが安心して回答できるよう考えていただきたい。 

 
山武市総合計画と言われても漠然としていてわかりません。 
市の事務局として目標があるのか。また我々は旧山武町の事

を考えれば良いのか。 
 
地域審議会の役割について、この後に勉強会を計画しており

まして、地域審議会のあり方について、おさらいの意味で勉強

会を開こうと考えておりました。地域審議会自体は総合計画を

つくっていく中で、山武地区に関わるものを地域審議会の中で

審議していただいて、それが山武地区の発展、あるいは山武地

区 4地区の均衡ある発展に繋がっているのかどうか、一つ一つ
審議していただいて、それに対して意見をいただくという形に

なってくると思います。そういう形で今後、地域審議会で総合

計画の案をつくっていった段階で示していきたいと思っていま

す。 
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昨日もボランティアセンターにいろいろな方が出入りして、

いろいろな話をしていくのですが、その中で市民一人一人が今

後の市の成り行きに不安を持っていて、話の中で一人一人こう

思っていても市には届かないんだよねというのが、最後の結論

になってしまう。行政と市民の間を埋めるパイプというかコー

ディネーター役が補いあって、もっと市が上手く回転していく

のではないかなという話がでました。私もこの場にこういう形

で出席させていただいているので、そういうパイプ役になれた

らいいなと実感しています。 
 
地域審議会をつくった意味は、旧 4町村の意見が市の方に届
かなくなっているということで、地域審議会を設置するという

のもひとつの大きな目的です。この中で地域の皆様の意見を吸

い上げて話し合っていただいて、市の方へ届ける形で考えてい

ただいてよろしいかと思います。 
 
並木委員からの話は非常に多いと思います。地域審議委員が

そのパイプ役の代表格として考えてよろしいかと思います。 
 
総合計画ということですので旧 4町村に偏りが無いようにして
いただきたい。人に聞くと南側だけ発展して、旧山武町だけと

り残されるって言う話を聞いたことがあります。そういう事の

無いような計画を立てていただきたい。 
 
そういう事が無いよう気を付けてつくらなければいけないと

思っています。旧 4 町村が均衡ある発展を遂げられるような形
の計画でなければと思っておりますので、充分気を付けてつく

っていかなければならないと思いますし、その辺を各地域審議

会で更に審議していただく事になりますので、その都度地域審

議会の方にも計画の案について諮っていきたいと考えておりま

すので、その段階で意見等いただければと思います。 
 
今回配られた資料は、いつ頃完成したのでしょうか。別に苦

情を言う訳ではないのですが、地域審議会委員が専門部会に入

って役割を果たすという事になるならば、この位の資料であれ

ば事前に会議の前に配って、中身を確認してこの場で質問する
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ような体制にしていただかないと、役立たずになってしまうか

なと思います。 
 
庁内に計画等の方針を決める策定委員会というのがありまし

て諮ったのが 11月 17日でした。今回は、日にちが無かった事
からこういう形になってしまったのですが、次回以降は早目に

お配りするような形で進めてまいりたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 
 
質問がある方は事前に書いて提出しなさいとありましたが、

資料が無ければ書き込む事すらできません。 
 
 
決定事項 
 原案《山武市総合計画策定基本方針案》   承認 
   《山武市総合計画策定スケジュール案》 承認 
                     １４時３５分 
 
（３）その他 
 委員の皆様からご質問いただいた内容について、当局側の見

解を示してもらいたいと思います。 
 ご質問された方にお配りした資料に説明を付け加える事があ

りましたら、発言していただきたいと思います。 
 
庁舎建設について来年度から本庁方式と聞くが、山武支所は

どのようになるのか。 
 ①庁舎建設は 
 ②現庁舎は 
 ③業務体制は 
 ④職員数は 
 
 庁舎の建設の件ですけども、まず庁舎建設の現在の基本的な

方針についてご説明したいと思います。施設整備の基本方針は、

山武市民のための施設である。また市民に喜ばれる、愛される

施設である事を基本にしております。その中に支所的な機能で

ある窓口業務を配置するというような方向で検討しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次にこれまでの経緯について説明を加えさせていただきま

す。まず市長が選挙の公約の一つに掲げておりますのが行政改

革です。その中で健全財政の確保、本庁方式の実行を公約とし

てあげております。本庁方式の移行ですが窓口サービスの確保、

現在の庁舎それぞれに 4町村で使っていた庁舎等を有効的に使
っていこうというのが基本の方針です。そこで行財政改革を推

進していくためには、将来職員の削減も図らなければならない

し、行政の効率化も図っていかなければなりません。そのため

に総合支所の形から本庁方式へ移行していくことが不可欠であ

ろうと市長は考えております。ただし、本庁方式と言っても現

在の成東にあります本庁の建物自体が全部の職員を収容するだ

けのスペースがありません。そこで分庁方式ということで現在

進めております。最終的な形についてはまだ検討しており、決

定しておりませんが、現在分庁方式をとっており旧松尾町に教

育部、IT保健センターという所に保健福祉部が本庁機能という
形で入っております。そういう形がいわゆる分庁方式と言われ

ている形です。現在はそういう形ですが、最終的には本庁方式

に移行したいという事ですけども、施設の関係で分庁方式をと

らざるを得ないという事で現在進めております。市長の考えに

もあります現在の建物を有効に使うというのが基本にあります

ので、分庁のための施設は造らないというのが市長の基本的な

考えにあります。そこで当初に申し上げた方針で建物を検討し

てくれという事で庁舎内に検討チームを設置して、検討を開始

しております。現在の状況は、検討が始まったばかりですが、

若干お話したいと思います。まず建設予定地ですが、皆様ご存

知のとおりスポーツ広場の隣りになりますが常盤コンクリート

の跡地でございます。そこには約 17,000㎡の土地があります。 
そこに建物を建設していこうと進めています。この周辺につい

ては、当時の山武町の総合計画の中でスポーツ・文化拠点地区

として位置付けがされております。また、新市建設計画におい

ても街造りの拠点という事で、支所の周辺を街造りの拠点とし

て位置付けて、今後整備していこうという方針がこの中でも示

されております。そこで山武支所の周辺をさんぶの森地区とし

て設定して整備していったらどうかという事で考えています。

基本的なコンセプトとしましては、健康・交流・観光･文化・ス

ポーツ・体験・少子化・高齢化・団塊の世代の問題・森林等が



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後のキーワードとして建設計画の基本となるのではないかと

考えられると思います。周辺の施設としては、山武支所、中央

会館、中央体育館、さんぶの森公園、図書館、文化ホール、ス

ポーツ広場、テニスコート、元気館、野球場、千葉県の森林研

究センターが集約されております。これらの施設と一体的に活

用できるような複合施設として、検討できないかという事で検

討しております。今後、基本計画を策定していく中で決めてい

くものですが、具体的に話題と挙がっているものは交流、観光

のインフォメーション機能、例えば山武市全体の観光案内があ

ったり、地区の特性を活かした散策のガイド、遊歩道の整備、

サイクリングロードの整備、観光果樹園、観光イチゴ園等のイ

ンフォメーションをしたり、そのような機能も考えられます。

その他にもスポーツ広場とかテニスコートの利用者の休憩コー

ナーであったり、そういう人達が講習を受けたり、そういう施

設でも使えるだろう。それから市民ギャラリーとして、仮に森

の美術館みたいな形にして、個展とか発表の場としても考えら

れるのではないか。また、ボランティアの市民活動の拠点とな

るような施設、それから山武市民祭の会場、産業祭、朝市も考

えられるのではないか、市民が勉強や研修ができる施設として

多目的なスペースみたいなものも考えられるのではないか。そ

ういう中に支所の窓口業務をおくことを検討チームの中で検討

しております。 
 財源的なものについては、当時山武町で庁舎建設基金として

9 億程ありました。この基金を元にして更に国の「まちづくり
交付金制度」というのがありまして、国の交付金を貰いながら

一体的な整備ができないかという事で現在考えております。「ま

ちづくり交付金」というのは、建物だけでは無くその周辺地区

をどのようなまちづくりをしていくかということで、周辺全体

のまちづくりを考えていくという交付金制度がありまして、そ

の中には例えば道路等の整備を含めて整備できる交付金制度が

ありますので、何とかこの交付金制度を使って建物と周辺の道

路等も併せて整備ができないかという事で今後県に申請して進

めているところです。「まちづくり交付金制度」が該当になると

4 割の国からの交付金が貰え、残りについては全事業費の全て
が対象になる訳では無いのですが、残りについても場合によっ

ては特例債にかけられるという非常に有利な事業でございま
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す。ただし、採択も最近難しくなっているので、100％採択さ
れるとは限らないのですが、こういう有利な財源を使って整備

していこうと進めているところです。 
 現庁舎についてですが、白玉戸田線の拡幅が予定されており

ますので、道路整備と併せて取り壊すという形になると思いま

す。 
 業務体制と職員数についてですが、現在機構改革を来年の 4
月に向けて進めるということになっておりますので、現在は検

討中です。その中でできるだけ市民の方に不便をきたさないよ

うな総合窓口業務のあり方について検討しておりますので、今

の段階では申し上げる事はできません。ご了解いただきたいと

思います。 
 
住民から合併した事により、旧山武町が非常に不便になって

いるし、支所に来ても職員がいるのかいないのかわからない。

どういう体制になっているのかなと聞いたので、それを含めな

がら今後どのように検討されるのか。今日たまたま検討チーム

があると聞いたので、今後見守りながらまたお聞きします。 
 
分庁方式を当分の間続けると聞いたのですが、市長は分庁方

式をずっと続けると議員さんから聞いたのですが、その際旧山

武町は庁舎が古いので分庁方式にすると、そこに部署を持って

くる事ができないので、山武だけは窓口だけしかないと聞いた

のです。それはおかしい。何故古いからといって分庁方式の所

に部署を持ってくる事ができないのかと聞いたら、いつ壊れる

かわからないからって言うんですね。新しい所に建てるために

常盤コンクリートの土地を買ったのではないのかと、その議員

さんに聞いたら今は財政が逼迫しているので、そういう計画は

無いと聞いていたので、説明を受けて驚いています。 
 
市長の考え方は、いずれ本庁方式に移行するという考えを持

っています。市長の考え方の中に、今打ち出しているのが職員

の数を現在の 550人から 350人体制でできるような体制を検討
していく事になっています。ですから最終的には 350人が入れ
るような本庁を造っていく考えを持っています。 
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最終的というのは何年後か。 
 
市長からまだはっきり答えは出しておりません。 

 
 
もし、市長が変わったらどうなるのか。 
 今の市長は、新しいものをつくらないで既存のものを使って

分庁方式でいくと聞いたが、今現在の事であって未来の事はわ

からない。旧山武町は古いので、ここにはおけないと聞いたの

で、今後、何かあった時に松尾、蓮沼まで行かなければならな

くなってしまうのかと思った。 
 
古いから配置しないとかそういう訳ではない。先程も言いま

したが、分庁するための施設は基本的に造らないというのが、

市長の基本的な考えですので、今後造っていく建物の中には分

庁するための施設は考えていないという事です。 
 
必ず新しい支所はできるという事ですね。 

 
はい、それは必ずできます。間違いありません。 

 
 
保健センターにいた職員が今は庁舎内の保健福祉課に入り、

保健師さんが事業を開催する時に来て保健センターを開けると

いう形をとっている。保健師さんは、子供からお年寄りまで市

民の方に頼りにされているので、毎日一人でもおいていただけ

ないのかなと思っています。 
 
最初合併が 567の職員数、そして各町村がミニ縮小的な総合
支所方式を選びました。その結果として旧成東の建物に収容し

きれない。その最大の課題として保健センターが各地域にある

訳ですね。私ども保健福祉施設で動き始めたら 5課 8係あるの
ですが、担当が 4 名しかいない。4 名の職員の中で山武市の例
規を全て整備していかなければならない。そして松尾町につい

ては 12,000の住民の窓口も請け負ったという形です。当初の 4
つの首長さんが総合支所方式という形を残して、そのまま継続
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していった時に私どもが現実論として 4 名で松尾町の 12,000
の住民サービスをする事、法の例規関係全て、福祉事務所を備

えた施設が1係4人でできるのかという課題にぶつかりました。 
先程、並木委員からありました保健師も 60,000弱の人口の中
で 15名おります。15名の保健師の中で 3名がおめでたで休ん
でおります。山武地区においては、元気館、保健センターに保

健師がいて、庁舎内には社会福祉係があり 3つに分かれており
ましたので、社会福祉係と健康支援係を 1 つのスペースに配置
する事となり、保健センターにいた健康支援係が庁舎内に移っ

た訳です。ただし、保健センターはそのままある訳ですから、

明日にでも保健師を常駐させるよう手配いさせていただきま

す。 
 
 
15時 00分  休憩 
 
15時 10分  再開 
 
 
それでは、再開いたします。 

 
市長が述べられているように市民の皆さんの力を借りて、ま

ちづくりを安全で安心で効率の良いまちづくりを行うために

も、官民一体となる行政にしていただきたい。市民の意見も充

分取り入れながら行政を進めていくには、各地域から学識経験

者 3 名ずつ 4 地区で 12 名程度の諮問機関を設置していただけ
れば、更に良い行政ができるのではないか。 
 
諮問機関については、既に幾つか設置してされて多くの学識

経験者も含まれています。地域審議会、情報公開審議会、特別

職の報酬等の審議会、国民保護審議会を設置しております。今

後も必要に応じて設置されていくと思います。提案があった事

を市長に報告します。 
 
ご不便な中を職員の皆さんは良くやってくれていると思ってい

ます。更に市の職員さんがきちっとした意見を述べられるよう
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な組織を形成し、行政としての最大の効果を上げられるよう努

めていただきたい。 
 
市長の考えは、できるだけ職員と自由に意見交換する事を基

本としています。また、市の事務事業に対しても行政評価する

ような制度も取り入れていくので、当然職員の意識改革も行っ

ていかなければならないので、今後意識改革についても市長か

ら指示があると思います。 
 
福祉について今、ホームヘルパーさんが何人いて、どのよう

な活動をされているのか。 
 
平成 12年度から始まりました介護保険制度も 6年が経過し、
今年の 4 月に介護保険法の大きな見直しが行われました。介護
から予防重視型に転換が図られました。 
要介護者は、介護保険制度におけるサービスを受ける事とな

り、居宅介護支援事業所のケアマネージャーにより計画的に提

供される訪問介護、訪問リハビリ、訪問看護等のサービスが受

けられます。このようなサービスは、単に便利という観点から

ではなく、その人が持つ心身の能力を活かし、介護を必要とす

る状態の軽減、悪化の防止、予防という観点から行われます。 
ホームヘルパーは市から派遣するのではなく、ケアマネージ

ャーのケアプランの中に必要に応じて訪問介護が組み込まれる

こととなる。訪問介護は、入浴、排泄、食事等の介護、調理、

洗濯、掃除等の家事、生活等に関する相談、助言、その他必要

な日常生活上の援助を行います。山武市におけるホームヘルパ

ー派遣事業ですが、山武福祉協議会に委託しておりますが、現

在 7人で実施しています。 
 
元気館の趣旨と維持管理費はどの位か。 

 
元気館の趣旨は、条例で「市民が共に健康で明るく安心して

日常生活が送れるよう高齢者の自立の促進及び子どもの健全な

育成を図るとともに、市民の健康増進及び福祉の向上に資する

ため、健康づくり支援センター及び老人福祉センターで構成す

る元気館を設置する。」という事です。 
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経費については、17年度の決算状況において、歳入が 8,947
万 1千円、運営事業の歳出が 1億 3,583万 8千円です。その中
には駐車場の整備工事が 2,000 万円ほど含まれている。それを
除けば一般財源からの繰り入れを 3,000 万円程度で運営できた
事になります。 
 
出光村の跡地利用について、維持管理費はどの位か。 
また、利用計画はあるのか。 

 
出光村跡地の維持管理費用は夏場の草刈り等で 40 万円程か
かっています。 
 また、今後の利用方法については、総合計画を策定していく

中で検討していきたいと考えています。 
 
総合病院計画について、国、県が行っても赤字である。赤字

の事業を進めるのか。 
 
総合病院の関係ですが、11月 16日に 4地区全体の地域審議
会委員を集めて市長から、病院の問題、地域医療センターの関

係、成東病院の関係について、市長から直接委員さんに説明申

し上げる事になっております。11 月 16 日の木曜日、のぎくプ
ラザの視聴覚室において、9時から 11時の間に予定しておりま
す。よろしくお願いします。 
 
 サンブスギが現在傷んでおり、林業について皆の力で再生で

きるような施策を取り込んでいただきたい。 
 
 林業の現状等について、ご説明させていただきます。 
 山武市の森林面積は 4,464haであり、山武地区は 2,433haで
す。その内サンブスギ林が 973ha で、約 85%の 827ha が溝腐
れ病に侵されています。平成 17年に千葉大園芸学部と総合教育
の協定を結び、山武町バイオマスタウン構想を策定しておりま

す。文部科学省の委託を受けまして、東京大学を中心としてバ

イオマスミーティングプロジェクトチームの助言をいただき、

協力を得て作成しております。 
優良な森林整備を図る事を目的に造林、間伐、下刈り、枝打
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ち、被害木駆除に対して補助金を交付しております。また、山

林内に放置された間伐材や被害木を処理するために、昨年度樹

木の粉砕機を購入し、チップ等にして新しい用途も検討してお

ります。総合計画策定においても協議していきたいと思ってい

ますのでよろしくお願いします。 
 
高齢化に伴い農地の空き地が目立っている。子供から大人ま

で農業についての教育をする等の施策を実施してはどうか。 
 
農業に関してですが、子供から大人まで農業の教育を推進し

たらどうかという提言ですが、確かにおっしゃるとおりだと思

います。現在のところ中学生が社会勉強の一環として市役所や、

民間企業の職場を体験する学習を実施しておりますので、農業

についての勉強をさせる事も検討しています。また、山武南中

学校では、バイオマスに関してカリキュラムを組み、農業に関

する有機野菜等の学習を行っています。さらに成東地域では、

地元の小学生による農業用水路に炭を使っての浄化活動を行っ

ています。 
 
環境問題は、幅が広く奥が深いので非常に大変である。旧山

武町では、水は地下水を利用しているにも関らず、残土埋め立

て等による届出に対して許可する目安は。 
 
 ご質問の内容は地下水の維持・管理というか残土条例に基づ

くものだと思いますが、4 町村が合併した中で県より厳しい旧
山武町の残土条例が新市の条例となっています。他の市町村よ

り厳しいものになっています。 
 
山武地域には歴史的建造物がたくさん建っている。しかし、

相続等により取り壊された事例を知っている。また、古文書や

古い美術品も残っていると思います。管理するためには費用も

掛かるので、行政が積極的に引き取るという事はできないと思

うが、行政の施設等で保管するような宣伝をしたらどうか。 
 
 合併前の旧 4町村の教育委員会で、資料的に価値の認められ
る物件は、文化財審議委員会を経て指定をして保存しておりま
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す。また山武市の教育委員会になり 4地区の指定物件を引き継
いで、今後に向けて効果的な保護体制を模索しております。手

始めに指定物件の保存状況等の調査を開始しようとしていま

す。 
 寄付の話がありましたが、古文書や美術品等については、中

央会館の 2階にも資料室がありまして、そこにも保存しており
ます。寄付していただいたのもありますし、お預かりしている

のもあります。また、成東地区にも保存する施設として民族資

料館がございます。寄付していただく場合は、本庁と協議して

検討したいと思っております。 
 
４．その他 
《事務連絡》 
次回、第 3回の地域審議会につきましては、総合計画のスケ
ジュールの中で 2月の下旬頃を予定しております。その際には
市民の意識調査が終わり、基本構想、基本計画の原案が策定し

ている途中だと思います。その進捗状況の報告があると思いま

す。また、野嶋委員から先程ご提案がありましたが、事前に資

料等はご用意するよう配慮したいと思っております。 
 
５．閉会 
                     １６時００分 
 
 
 
16時 00分から 16時 40分まで地域審議会に関する、設置の経
緯、制度の趣旨等について勉強会を実施した。 
 
 
 
16 時 40 分、保健福祉部より並木委員からの保健センターに保
健師を常駐できないかという意見に対し補足説明を行った。 
保健センターに明日からでも保健師を常駐させると言ったが

外線電話も庁舎内の保健福祉課健康支援係につながるよう配線

工事を行い、保健センターの玄関前にも庁舎内に移転した案内

を掲示しているので、現在の体制でご理解ください。また、検



 
 
 
 
 
 
 

診等の事業を行う時は、今までどおり保健センターで事業を行

っていきます。 
                １７時００分 終了 
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